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妊娠中毒症妊婦の体位変換による腎機能の変化

新潟大学医学部産科婦人科学教室(主 任:竹 内正七教授)
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Postural Effect on Renal Function In Cases of

Pregnancy-Induced Hypertension
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University School of Medicine 

(Director: Prof. Shoushichi TAKEUCHI)

   Postual effect on renal function was analysed on the cases of pregnancy-induced 

hypertension (PIll) (n=11) compared with cases of normotensive pregnancies (n= 12) 

and non-pregnant women (n=9). In non-pregnant women, GFR, RBF and RPF showed 

no changes in relation to the changing posture (supine and left lateral). In normal 

pregnant women and cases of PIH, GFR, RBF and RPF significantly increased on chang-

ing their posture from supine to left lateral at third trimester. Especially, patients 

with PIH, increasing rates of GFR, RBF and RBF were higher than those of normal 

pregnant controls. In conclusion, lateral recumbency is very important to manage 

patients with PIH.
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緒 言

妊婦の体位変換による腎機能の変化については古 くか

ら様々な報告がある.一 毅に妊娠後期においては,妊 婦

を側臥位から仰臥位にすることによって,腎 血流量(以

下R匪),腎 血漿流量(以.下RPF),糸 球体濾過値(以.下

GFR)は 減 少するとされ,妊 婦の腎機能検査 を行 う場

合や,bedrestに よる安静治療 を行 う場含には妊婦を

側臥位にすることが強調 されてきた.し か1、,妊 娠中毒

症妊婦 と.IE常妊 婦を比較 した成績は殆どない.妊 娠中毒

症の根本的な治療の柱である入院安静において,翻 臥位

の有用性を腎機能の面から検討するため,以 下の研究を

行 った.

対 象 及 び 方 法

昭和61年12月1日 から昭和62年10月31日 までの10カ 月

間に,新 潟大学蓬学部附属病院産科病棟で入院管理 した,

妊 娠28週 か ら41週 までの妊娠中毒症妊婦U例 及び同週

数内で,妊 娠中毒症のない正常妊婦12例 を対象と した.

また,非 妊娠群と[.、て は骨盤腔内に腫瘤をもたず,腎 機

能障害のない婦人科手術後患:者9例 に本人の同意を得て

腎機能検査を施行 し.た.
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940, JAPAN.

別刷請求先:〒940長 岡市福住2丁 目

長岡中央綜合病院産婦人科

丸 山 晋 司



丸山 :妊娠中毒症妊婦齢体位変換による腎機能の変化

腎機能橡魔法としては腎タ祈アランス標準法を用いた

留賢 し チオ硫酸ナ トリウム 33鍔/j鹿野パラアミ}馬尿

酸 櫓諸琵雄 に調整 した生理食塩東を 塊や5m頼min の速

度で点滴静注 した:--億 の血中渡波を得るため芦点滴開

始から20分をおきき蒸滞東 嶺を3m畳で餅統洗浄を行い,

勝既摂3残留薬剤を洗い流 し 勝親を全 く空虚にした後ア

カテ--テルをタラソプしラス トリブウ*ツチを始動,閣

略をこ-パ リソ加採血 Lた (操作 日 血謝脅経過後採尿,

蒸溜水 塊Omiで同様をこ鰐雛洗浄を行い,終了と閲時に

カテ-テルをタラジブL穿 ストップや舟プチを止め,砂

尿及び洗浄液を合わせてメスシリンダ-虻て正確をこ計測

した (操作 鋸 .体位変換を した後,上記操作 1声 望を

練 をノラ返 して行い検体を採取 Lた.得 られた検体よりチオ

硫酸ナ トリウムはヨウ化か ノウム滴定法で,パラアミノ

馬尿酸は津田試薬を用いた比色恋魔法で,中東換薮部をこ
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を静注汗/た粋なお,体位は仰臥位および左側臥位とし

変換鳩車 ∴ llrこill(1川11..と上∫∴

x-:tt}トー,:yT･り巨､∴

結 果

妊娠中毒症妊桶野 ∈以下率毒症群う,妊娠中毒症のな

･1ミ13

い妊婦群 (以下正常妊娠群)および非妊娠女性群 (以下

非妊娠群)殿平均年齢,分娩歴は豪 農に示すごとi叢

がなくヲ正常妊娠群および中毒症群では腎 クリアラジス

換登を施行 した妊娠週数にも差がなかった匂妊娠中毒症

の内容は寮 翌に示 Lた｡癖塑分額は日東慶▲紺婦 人科学

.合い)臣裾_-∴十 十∴十. L=;/示十 二し.∴打シ帰▲.-_て血圧 ･j･･行上

蚤症塑 8例,軽症型 3例で,約半数齢6例に予宮内胎児

発蘭遅延 緩uG既)を認めた申

娠群では左側臥位にす ることにDよって GF隈 が増加す

るものもあれば減少するもの私あかれ -定の変化を示 き

なかった骨正常妊娠群では翌例を除き左償f3臥位で GF既

は増加 し,全体 としてぼ着意 抱くOや05)の増加が認め

られた.中毒症群では全て瑚 蔽例で左側臥位にすること

∴ 上 1(~汁1くぼ増加 i.予ハ射 鉦!二行意て予-､;E_-.､.I)

0.し=1.
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衷 1 ~打 や

例数 年 齢 初産 盛衰 検査日妊娠遡

非鮭娠群摘 ) 9 常.Ott6.6 5 嶺. J十バ十1.ご正常妊娠欝ほう且2 Jや言十3.I 伝 転
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と同様で,非妊娠群では仰臥位と左側臥位で-定の変化

を示さなかったが,正常妊娠群と率竃症群では左側臥位

て行意∴ttl)i/出酎r目上も.各JJ.,.t}､O.OL-),tト(1.01'1.

王芭BFa)体位変換をこよる変化は薮5に示したがヲ前

望著と同様に非妊娠群では仰臥位と左側臥位で変化がな
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きくなり,中毒症群では GFR に-端､てぼ非妊娠群をこ

比-＼I,(.i.(.1L lくl'l/,lミLうド く二_,-,L､-~･:'言 11-日.い:it1-危撞
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考 察

正常 妊 婦 の 経 娠 後 紬 こ お け る 腎 機 能 は き そ の 体 位 を こ よ っ

て等否∵~巨 工 ∴ さ ナ i . し ' h t ､ヾ ( 心 〉 ･ ∴ ∴ ト 畑 .ま.: ト 妊 鋸 ! .: flllj 臥

位から仰臥位 を こ す る こ と を こ よ 吟 声 尿 中 ナ 巨 ) ウ ム の 排 健

減少 したというやそ れ ま で は - - 磯 に , 妊 娠 中 は 妊 娠 中 斯

までは GFR,民PF は 漸 増 し そ の 後 妊 娠 末 期 を こ か け

て漸減 しき分娩予定日頃 に は 妊 娠 前 の 値 に な る と 倍 じ ら

巨 こし､.･}∴ ∴ハ報告1､L後. 妊 娠 中 期 .L誹 茸 ハ 腎 機 能 ハ 机 卜

は7妊婦の本位を仰臥位をこL た た め の い わ ば 見 か け の 族

卜∴~:い ),■畑賢く:-JJILT:娠申立通 l∴ て ( _;I/ 尺 . 艮 l ' lt : 言 増

加すると考え琵)れるようになった . 仰 臥 位 で の 腎 療 能 低

下の擬洞とLてぼ,ナ トリウム抗利 尿 効 果 が 増 強 す る こ

と諾う3州 やサ噌尭 した妊娠子宮をこよる下 太 静 晩 腎 静 脈

系の圧迫などが考えられている隼

-jj.lt常 軒紬 ∫)妊娠 日日3-:/.心拍出品 川 J臥 位 で 伏
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Lなかつたとする報告 屯ある5)せ

同様な研究を妊娠中毒症と正常妊婦で比瞭 Lた も 捌 ま

たもの71をみるのみである&歴訪)をこよれば,魔fj臥位 か ら

仰臥位に十 LT∴~.土∴∴い ).(.汁ーlくこ日日冊 T-,鋸∴工.捕.[凸 ､
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奪回著者は,妊娠中毒症妊婦の避寒的な管理指針であ

る 宮殿dyestについて芦その体位変化による腎機能の変

信,㌦冊 rl姉.L日嗣｢姉上比較 し左;恒､､検討 トLl-/i-,.I:.骨
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すべて有意をこ増加し その増加度は非妊婦に対して有意

をこ漉き宅,正常妊婦をこ比較Lても光きい健闘こあ-〟漉l

このことは妊娠中毒症妊婦ではァ仰臥位においては噌太

を｡止む経線予寓をこよる下衆静晩 腎静脈糸汐潤三浪による腎

機能の濃化が正常妊婦より肇巌に起こることを示L,てい

ると考えをBj紅 鮭娠中毒症妊婦管理における額rj臥紋安静

♂)激賛健が示唆された砂今後はここの腎機能感化の原園と

した内分泌帝代謝系の観点などか綻∋正常妊婦と妊娠中毒

症妊婦を比較検討していくことが必要であろう｡

鶴を終えるをこあたかタや終始御指導ヲ御校閲を騒-,

漂二恩師櫓消波を二救援に深謝致Lますやまたラ研究をこ

当たを湧直接殿御指導を賜った佐藤欝昭講師をこ感謝致
t･i･_巨

体論文U")牽旨は第8回妊娠中毒症研究会で発表し
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